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一作『ジュリオの当惑』の監督ナ
ンニ・モレッティによってとどめを刺す。まさに、センセーショナルな映画の登場だ。
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主人公ジュリオは学生時代に友人たちと、新左

翼に傾倒するが挫折し、神父への道を選んだ。新米神父として数年間離島で平和で幸せな日々をすごした彼は、青年らしい自信と理想にもえて愛する家族や友人の待つ故郷ロ

l

マへと帰ってくる。

しかし、彼がそこで見たものは
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られた痛手から人間不信におちいった友、学生時代の信念を実現するためテロリズムに走り投獄されている親友、あろうことか妹の友人と同擦をはじめた父、恋人の子を妊娠し中絶するという妹、そして夫を奪われ心身ともに疲れきった母の自殺
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年ベルリン国際映画祭で絶賛/

審査員全員が推し、銀熊賞・審査員特別賞を受賞/

その日、ベルリンの夜は熱くえあがった。

誰もが想像していなかった若きイタリア人映画作家、しかも、原作、脚本、主演をこなす弱冠鈍才の天才ナンニ・モレツティが並いる審査員遠の頭脳と心に衝撃を与えたのだ。その夜、世界各国のジャーナリストはナンニ・モレッティに殺到して取材を申し入れ、新しい映
画の旗手におしみない賛辞を送った。イタリア人記者も自国のテレビ・カメラに向い興奮して喋った/

「これからはナンニ・モレッティの時代だ/

イタリア映画の金時代は彼によって復活す
，。，
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努力がむくわれず空転していく日々の中で、し

だいに理想を見失ない無気力になっていくジュリオ。深い挫折感と人々への不信から一度はこの現
実から逃げ出そうとするのだが・::::。
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俊英ナンニ・モレッティ原作
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岡本・監

ヌ 映 画 祭 正 式 出 品 作 と

な る 。 そ の 後 も 、 ヴ ェ

ネ チ ア 映 画 祭 金 獅 子 賞

を 獲 得 。

ベ ル リ ン 映 画 祭 で 遂 に

の 若 者 に 熱 狂 的 人 気 が

あ り 、 映 画 雑 誌 の 人 気

特 別 鑑 賞 券 ￥1 2 0 0発 売 中 ( 当 日 ￥1 5 0 0均 一 の 処 )


